
応急仮設住宅（供給実績）①

○ 国交省や全国自治体、プレハブ協会等の協力により、熊本地震を上回るペースで着工

○ ３月末までの着工目標 4,600戸 → 5,131戸着工、1,643戸完成

従来型 まちづくり型（熊本モデル） ふるさと回帰型（石川モデル）

目  的

迅速かつ大量に供給し、避難所

生活を早期解消

里山里海景観に配慮した新たな

まちを整備

地元集落を離れ、みなし仮設等で

生活する被災者がふるさとに回帰

構 造 プレハブ 木造（長屋） 木造（戸建風)

着工数
（3月末）

４,２０６戸 ９１９戸 ６戸

完成数
（3月末）

１,６４３戸 － －

三井地区交流広場（第１号）
完成イメージ

農村ふれあい広場
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第1号
3/27着工

唐川地区
完成イメージ



応急仮設住宅（必要戸数の精査結果）②

七尾市 輪島市 珠洲市 羽咋市 内灘町 志賀町 中能登町 穴水町 能登町 計

要望
500

(500)

3,200

(4,000)

1,400

(2,500)

70

(50)

80

(100)

360

(250)

10

(－)

490

(500)

500

(580)

6,610

(8,480)

着工 411 2,425 1,030 67 75 194 10 478 441 5,131

完成 180 657 456 － 65 97 － 76 112 1,643

〔３月末時点の要望戸数と着工・完成戸数〕

○ ライフラインの復旧状況等により、自宅に帰宅される方々が一定数いることなどを踏まえ、

市町に対し、現時点での応急仮設住宅の必要戸数を確認 8,480戸 → 6,610戸
（１月末時点 市町要望）（３月末時点 市町要望）

（  ）内は１月末時点の市町要望

○ 引き続き、市町と連携し、必要戸数の精査を続ける
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応急仮設住宅（今後の供給計画）③

○ 新規着工については、市町と連携し、引き続き、必要戸数を精査しながら進める
石川モデルについては、市町を通じて、地域の意向を丁寧に伺いながら進める

○ 完成ベースでは、４月末までに約３千戸（現必要戸数の５割程度）
６月末までに約５千戸（現必要戸数の８割程度）
８月中に概ね必要な住宅の完成を目指し、全ての希望者の入居に目途をつける
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